
中名生　隆　議員

平野　　進　議員

一　般　質　問

　　　　安全点検通学路の安全点検は　　　　安全点検

地域通貨地域通貨の導入を！地域通貨
ふれあい・支え合いのきっかけづくり

議
員
　
西
部
笹
目
地
域
の
交
通

状
況
は
年
々
激
し
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
通
学
路
の
安
全
性
に

つ
い
て
様
々
な
要
望
が
出
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
て
、

地
域
別
に
、
子
ど
も
の
視
点
に

立
っ
て
、
計
画
的
に
関
係
機
関

と
学
校
で
、
安
全
点
検
実
施
検

討
委
員
会
の
設
置
を
し
て
は
。

教
育
部
長
　
通
学
路
の
点
検
を

定
期
的
に
行
い
、
保
護
・
誘
導

等
の
万
全
や
登
下
校
の
実
態
を

把
握
し
、
実
態
に
即
し
た
指
導

を
徹
底
し
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
の
交
通
事

故
災
害
の
防
止
に
向
け
、
地
域

別
に
、
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ

て
、
計
画
的
な
安
全
点
検
実
施

検
討
委
員
会
の
設
置
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

墓
地
建
設
反
対
運
動
に
つ
い
て

議
員
　
①
笹
目
６
丁
目
の
墓
地

建
設
反
対
運
動
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
る
か
。

②
墓
地
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例
の
経
営
者
の
基
準
及

び
設
置
場
所
の
基
準
に
つ
い
て
、

県
か
ら
の
権
限
委
譲
に
伴
う
条

文
の
整
備
は
。

市
民
生
活
部
長
　
笹
目
６
丁
目

住
民
の
方
々
、
３
１
４
名
の
署

名
、
上
申
書
を
尊
重

す
る
と
と
も
に
、
本

市
の
墓
地
埋
葬
等
に

関
す
る
法
律
施
行
条

例
等
の
適
用
を
厳
格

に
解
し
て
、
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

南
原
町
会
の
廃
乾

電
池
ポ
ス
ト
と
分

別
方
法
に
つ
い
て

議
員
　
南
原
町
会
が

自
主
的
に
行
っ
て
き

た
廃
乾
電
池
ポ
ス
ト
の
活
用
を

廃
止
す
る
の
で
は
な
く
、
収
集

車
の
作
業
員
が
、
あ
る
程
度
貯

ま
っ
た
段
階
で
袋
に
入
れ
て
収

集
し
、
作
業
の
簡
素
化
や
分
別

の
明
確
化
を
図
っ
て
は
。

市
民
生
活
部
長
　
ご
み
集
積
所

は
、
市
内
に
約
２
’
３
０
０
カ

所
あ
り
ま
す
。

　
利
便
性
を
図
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、
あ
る
程
度
貯
ま
っ
た
段

階
で
、
燃
え
な
い
ご
み
の
日
に

出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
良
い
こ

と
に
な
り
、
今
ま
で
よ
り
効
率

的
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
。

▲通学路に横断歩道の設置を

議
員
　
①
エ
コ
マ
ネ
ー
の
研

究
‥
関
係
部
署
へ
の
調
査
研

究
等
の
具
体
的
な
指
示
は
。

②
ど
の
分
野
で
、
ど
の
よ
う
な

形
式
で
実
践
で
き
る
の
か
。

③
福
祉
、
環
境
、
教
育
な
ど
の

分
野
で
の
モ
デ
ル
地
域
、
ま
た

は
モ
デ
ル
事
業
を
設
定
し
、
そ

の
地
域
、
事
業
で
の
エ
コ
マ
ネ

ー
の
モ
ニ
タ
ー
を
実
施
し
て
は
。

市
長
　
地
域
通
貨
に
つ
い
て
は
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ

く
り
を
形
成
し
て
い
く
上
で
、

有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
・
総

合
政
策
室
に
お
い
て
、
す
で
に

エ
コ
マ
ネ
ー
を
導
入
し
て
、
大

き
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

総
合
政
策
部
長
　
現
在
、
全
員

公
募
の
形
で
の
市
民
懇
話
会
と

し
て
「
地
域
通
貨
で
市
民
活
動

を
楽
し
く
す
る
会
」
を
設
置
し

て
、
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
行
政
主
導
の
事
業
と
し
て
の

位
置
づ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
市
民
の
皆
様
の
中
か
ら
ア

イ
デ
ア
を
出
し
て
頂
き
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

総
務
部
長
　
ふ
る
さ
と
祭
り
で

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
、

地
域
通
貨
「
ワ
ッ
し
ょ
い
」
を

発
行
し
、
市
民
活
動
活
性
化
へ

の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
図
り

ま
し
た
。

不
法
投
棄
対
策
は

議
員
　
不
法
投
棄
対
策
と
し

て①
環
境
美
化
条
例
の
制
定
は

②
環
境
保
全
指
導
員
制
度
の

考
え
は
。

③
不
法
投
棄
処
分
に
補
助
制

度
の
考
え
は
。

④
昼
夜
間
対
応
可
能
で
あ
る
、

監
視
カ
メ
ラ
の
導
入
は
。

市
民
生
活
部
長
　
①
環
境
基
本

計
画
の
中
の
環
境
５
と
し
て
、

「
み
ん
な
で
つ
く
る
き
れ
い
な

ま
ち
」
を
掲
げ
る
施
策
方
針
の

中
で
検
討
し
ま
す
。

②
環
境
衛
生
推
進
協
議
会
で
、

新
た
な
施
策
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
し
ま
す
。

③
取
組
原
則
の
一
つ
に
あ
る

「
環
境
に
い
い
こ
と
が
得
に
な

る
よ
う
な
仕
組
み
に
し
よ
う
」

を
具
体
化
で
き
る
か
、
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

④
24
時
間
体
制
で
監
視
が
で
き

れ
ば
、
不
法
投
棄
者
に
対
し
て

抑
止
力
と
な
り
、
効
果
的
と
考

え
て
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
の
性
能
、

機
能
等
十
分
把
握
し
、
設
置
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲市民活動の活性化に

。

本橋　健造　議員

中島　浩一　議員

一　般　質　問

新行政改革大綱新行政改革大綱の
　　　　　  見直しを
新行政改革大綱

　 「e-Toda」プラン
ITでいい戸田を創造
　 「e-Toda」プラン　 「e-Toda」プラン

議
員
　
大
き
な
改
革
を
実
行
す

る
に
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
直

轄
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
事
業

の
推
進
が
必
要
で
は
。

市
長
　
大
変
重
要
な
こ
と
と
考

え
て
い
る
。
行
政
改
革
は
全
庁

的
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
職
員
一

人
ひ
と
り
の
問
題
で
あ
る
と
認

識
さ
せ
、
さ
ら
に
改
革
が
進
む

よ
う
、
強
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
た
い
。

議
員
　
行
政
改
革
の
実
効
を
上

げ
る
方
策
と
し
て
、
委
託
事
業

や
補
助
金
の
精
査
、
見
直
し
を
。

総
合
政
策
部
長
　
新
行
政
改
革

の
中
で
、
民
間
活
用
や
補
助
金

の
あ
り
方
に
つ
い
て
総
括
的
検

討
を
行
い
、
今
後
、
事
務
事
業

評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ら
事
業
の
見
直
し
を

進
め
る
と
と
も
に
、
行
政
機
関

の
重
要
部
分
で
あ
る
職
員
の
意

識
改
革
を
強
く
求
め
て
い
き
た

い
。

議
員
　
行
政
改
革
施
策
の
中
で
、

効
果
的
で
あ
る
民
間
委
託
を
積

極
的
に
進
め
る
た
め
、
来
年
４

月
に
移
築
開
園
す
る
新
曽
保
育

園
を
、
全
面
委
託
し
て
は
。

福
祉
部
長
　
民
営
化
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
コ
ス
ト
だ
け
で
な

く
、
本
市
の
子
育
て
支
援
と
保

育
園
の
あ
り
方
、

男
女
共
同
参
画

や
少
子
高
齢
化

社
会
に
お
け
る

労
働
力
問
題
、

ま
た
、
核
家
族

化
に
お
け
る
子

育
て
経
験
不
足

の
中
で
進
む
子

育
て
の
社
会
化

や
、
公
私
の
役

割
分
担
、
さ
ら

に
福
祉
サ
ー
ビ

ス
と
利
用
者
負

担
等
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
進

め
る
た
め
、
職
員
の
職
種
変
更
、

配
置
転
換
が
必
要
で
は
。

総
務
部
長
　
「
ム
ダ
な
く
効
率

的
な
行
政
運
営
を
実
現
す
る
た

め
、
内
部
努
力
に
よ
り
行
政
の

ス
リ
ム
化
を
強
く
遂
行
す
る
」

と
い
う
、
行
政
改
革
の
基
本
的

な
考
え
方
を
基
に
、
こ
れ
を
推

進
す
る
た
め
、
積
極
的
に
職
員

の
有
効
配
置
、
活
用
を
進
め
、

職
員
の
職
種
転
換
等
の
見
直
し

を
進
め
た
い
。

▲どっちが長く続くかな

▲真剣そのものです

議
員
　
電
子
自
治
体
の
具
体
的

な
計
画
と
、
そ
の
中
で
市
民
の

享
受
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
何
か
。

総
合
政
策
部
長
　
16
年
度
ま
で

に
、
市
内
の
公
共
施
設
を
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
で
結
び
、
家
庭
か

ら
の
行
政
相
談
や
映
像
を
学
校

と
や
り
と
り
す
る
な
ど
、
地
域

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
活
用
で
き

る
基
盤
整
備
を
行
い
ま
す
。

議
員
　
来
年
度
配
布
予
定
の
住

民
基
本
台
帳
IC
カ
ー
ド
で
、
電

子
マ
ネ
ー
や
エ
コ
マ
ネ
ー
や
保

健
・
医
療
・
福
祉
な
ど
の
多
目

的
な
活
用
は
で
き
る
か
。

総
合
政
策
部
長
　
将
来
的
に
は
、

複
数
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
１
枚

の
カ
ー
ド
に
集
約
し
、
民
間
と

も
連
携
し
、
個
人
情
報
保
護
に

留
意
し
て
検
討
い
た
し
ま
す
。

議
員
　
戸
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
、
職
員
が
最
新
の
情
報
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発
信
で
き
る

体
制
は
と
れ
る
か
。
ま
た
、
テ

ー
マ
別
に
市
民
と
行
政
の
対
話

の
場
を
提
供
で
き
な
い
か
。

総
合
政
策
部
長
　
15
年
度
に
、

職
員
が
自
席
か
ら
情
報
発
信
で

き
る
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
電
子
会
議
室
に
つ
い
て
は
、

検
討
課
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
員
　
Ｉ
Ｔ
化
は
、
組
織
の
変

革
や
行
政
改
革
と
の
連
動
が
必

須
だ
が
、
行
革
を
視
野
に
入
れ

た
職
員
サ
イ
ド
の
パ
ソ
コ
ン
へ

の
取
り
組
み
は
進
ん
で
い
る
か
。

総
合
政
策
部
長
　
１
人
１
台
パ

ソ
コ
ン
体
制
も
で
き
て
、
グ
ル

ー
プ
ウ
エ
ア
も
活
用
し
て
、
事

務
処
理
の
効
率
化
、
迅
速
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。
職
員
も
、
自

ら
パ
ソ
コ
ン
で
情
報
加
工
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

議
員
　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
幅
広
く
Ｉ
Ｔ
に
取
り
組

む
た
め
の
講
習
会
は
、
今
後
の

継
続
、
全
市
的
な
展
開
が
で
き

る
か
。
ま
た
、
市
民
が
気
軽
に

相
談
で
き
る
Ｉ
Ｔ
ヘ
ル
パ
ー
制

度
は
確
立
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長
　
公
民
館

な
ど
で
Ｉ
Ｔ
基
礎
講
習
、

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
習
、

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ

ン
講
習
等
を
、
今
後

と
も
充
実
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。「
Ｉ
Ｔ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」

の
協
力
を
得
て
、
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
さ
ら

に
充
実
し
て
ま
い
り

ま
す
。


